
○水力発電設備の工事計画の届出・認可申請漏れ

発電所 実施工事 実施年月 該当法令※

三田
（和歌山県） 発電所用ＥＧ＊取替工事 Ｓ５１.９

甲斐川
（和歌山県） 発電所用ＥＧ＊設置工事 Ｓ５２.４

越方
（和歌山県） 発電所用ＥＧ＊取替工事 Ｓ６１.１２

那智
（和歌山県） 取水口ゲート用ＥＧ＊設置工事 Ｈ１１.３

黒田
（京都府） 取水口ゲート用ＥＧ＊設置工事 Ｓ６３.３

弥山
（奈良県）

発電機取替工事 Ｓ６３.２

弥山
（奈良県）

水車取替工事 Ｓ６３.２ 第４７条１項

○水力発電設備の工事計画届出が受理された日から30日を経過せずに着工した工事

発電所 実施工事 実施年月 該当法令※

落合
（岐阜県） ダム用ＥＧ＊取替工事 Ｈ２.３

丸山
（岐阜県） ダム用ＥＧ＊取替工事 Ｈ３.２

水力発電設備の電気事業法に基づく工事計画の届出漏れ等一覧

＊ＥＧ：非常用予備発電装置

※電気事業法　(現在の条項で記載）
　　第４７条１項
　　　　   事業用電気工作物の設置又は変更の工事であつて、公共の安全の確保上特に重要なものとして経済産業省令
       で定めるものをしようとする者は、その工事の計画について経済産業大臣の認可を受けなければならない。
       ただし、事業用電気工作物が滅失し、若しくは損壊した場合又は災害その他非常の場合において、やむを得
       ない一時的な工事としてするときは、この限りでない。
　　 第４８条１項
　　　    事業用電気工作物の設置又は変更の工事（前条第一項の経済産業省令で定めるものを除く。）であつて、経
       済産業省令で定めるものをしようとする者は、その工事の計画を経済産業大臣に届け出なければならない。
       その工事の計画の変更（経済産業省令で定める軽微なものを除く。）をしようとするときも、同様とする。
　　 第４８条２項
　　　    前項の規定による届出をした者は、その届出が受理された日から三十日を経過した後でなければ、その届出
       に係る工事を開始してはならない。

第４８条２項

第４８条１項


